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令和２年度 京都市京町家保全・継承審議会 

 

開 催 日 時 令和２年５月２９日（金）～６月１０日（水） 

開 催 場 所 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，書面による審議 

出 席 者 

（委員は，

五十音順） 

会 長 髙田 光雄（京都美術工芸大学 教授） 

委 員 井上 えり子（京都女子大学 教授） 

 〃  伊庭 千恵美（京都大学大学院 准教授） 

 〃  内山 佳之（公益社団法人 全日本不動産協会 京都府本部 理事） 

 〃  大武 千明（市民公募委員） 

 〃  大場 修（京都府立大学大学院 教授） 

 〃  梶原 義和（公益社団法人 京都府宅地建物取引業協会 副会長兼専務理事） 

 〃  木村 忠紀（京都府建築工業協同組合 理事長） 

 〃  栗山 裕子（特定非営利活動法人 古材文化の会 副会長） 

 〃  小島 冨佐江（特定非営利活動法人 京町家再生研究会 理事長） 

 〃  志藤 修史（大谷大学 教授） 

 〃  田中 優大（市民公募委員） 

 〃  中嶋 節子（京都大学大学院 教授） 

 〃  宮川 邦博（公益財団法人 京都市景観・まちづくりセンター 専務理事） 

 〃  宗田 好史（京都府立大学 教授） 

 〃  山田 章一（有隣自治連合会 会長，有隣まちづくり委員会 会長） 

 〃  若村 亮（株式会社らくたび 代表取締役） 

議題（案件） １ 議  題 

  京町家の保全・継承に関する主な取組の状況（令和元年度） 

   及び今後の取組予定（令和２年度）について 

２ 報  告 

  指定部会及び新築等京町家部会について 

資 料  ・ 資  料  １ 委員名簿 

 ・ 資  料  ２ 京町家の保全・継承に関する主な取組の状況（令和元年度） 

         及び今後の取組予定（令和２年度） 

 ・ 報告資料１ 指定部会について 

 ・ 報告資料２ 新築等京町家部会について 

 ・ 参 考 資 料 令和元年度 京町家の保全・継承に関する取組一覧表 

 

  



- 2 - 

 

令和２年度京都市京町家保全・継承審議会 

議題及び報告に対する質問，意見等 

№ 委員からの質問，意見等 市からの回答 委員 

１ 

指定地区内の京町家，個別指定京町家の

改修，維持修繕に対する助成件数の増加等

の実績を踏まえて，今後とも京町家の改

修・維持修繕に関わる支援制度等，京町家

の保全・継承に必要な施策の推進に努めて

いただきたい。 

 指定京町家改修補助金等につい

ては，更なる制度の浸透，利用促進

を図るとともに，引き続き，京町家

の保全・継承の取組を総合的に進

めていきます。 

田中委員 

２ 

京町家に関する情報募集・周知を進める

ため，「京町家まちづくり調査」等で得ら

れたデータや「京町家の解体に係る届出」

の件数等の京町家に関わるデータのオー

プンデータ化をお願いしたい。 

 京町家の現状を知っていただく

ため，解体届の件数等の公開につ

いて検討していきます。 

 なお，京町家まちづくり調査で

把握した京町家の位置情報につい

ては，個人情報であり，一般公開は

できませんが，京町家所有者等へ

の情報提供の義務を課している不

動産業や解体工事業を営む方に登

録いただくことで，建物が京町家

かどうか参考にしていただけるシ

ステムを公開しております。 

 また，同調査結果の概要や記録

集については，ホームページで公

開しております。 

田中委員 

３ 

新型コロナ感染症の流行を背景とした

観光需要の減少による宿泊施設の廃業に

伴い，京町家の解体等が生じないよう宿泊

事業者や宿泊施設所有者に対する様々な

保全・継承支援策に関する情報の広報の充

実をお願いしたい。 

 令和２年７月市会に，補正予算

として「地域コミュニティ活性化

に資する新たな住まい創出支援事

業」を提案しており，廃業の危機に

直面している京町家等の宿泊施設

を住まい等として活用するための

支援制度を創設し，地域の空洞化

の防止や地域コミュニティの活性

化を図ることとしています。 

 また，京町家の滅失に繋がらな

いようポスティング等による啓発

と併せて，今後事業者への広報を

検討していきます。 

田中委員 
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№ 委員からの質問，意見等 市からの回答 委員 

４ 

保全・継承の取組の成果と効果，課題と

対応などの分析がない。事業が本当に効果

的なのか，どの事業に重点を今後置いてい

くべきなのかという見通しを考えるうえ

では必須の作業である。 

 今後の京町家施策に活用できる

よう，どういった情報を示すこと

ができるか検討していきます。ま

た，現在行っているポスティング

等の機会を通じた啓発など，効果

的な方法を検討していきます。 

小島委員 

中嶋委員 

５ 

京町家の持つ本来の機能（都市型の住

宅）をきちんと伝えたうえで，その後の活

用があるはずだが，教育研修プログラムは

本来の機能についての説明が不十分であ

る。 

 令和元年度の教育プログラムに

おいては，住宅の機能をしっかり

と伝えるため，京町家のくらしに

ついての授業も実施しておりま

す。京町家が持つ本来の機能を伝

え，保全・継承の事例として，様々

な用途で活用されていることを説

明するようにしていきます。 

小島委員 

６ 

指定が遅く，滅失していく方が早い。既

に何らかの指定があるところは後回しで

も良いのではないか。 

 昨年度の審議会で，指定のスピ

ードアップや滅失の危機にある地

域の早期指定等，時期を逸するこ

となく指定を進めるべきとの意見

をいただいたことを受け，指定部

会でも議論を行い，京町家を保全

していくことがまちづくりの方針

で定まっている地区や滅失の危機

にある地域等について積極的に指

定を進めているところです。 

小島委員 

７ 

活用が優先され，生活を営むという視点

が希薄である。マッチング制度について

も，商業利用が先走っている感が拭えな

い。本来は住んでもらうことが一番大切で

ある。 

 京町家の保全・継承に当たって

は，生活文化の継承の観点から，住

まいとしての利用が望まれること

から，まずは住んでいただけるよ

う，引き続きマッチング制度等を

運用していきます。 

小島委員 

８ 

地区指定及び個別指定の情報募集の成

果は出ているのか。 

 個別指定候補は，現時点で１１

件の情報提供があるほか，情報の

提出を検討されている方からの問

合せもいただいています。地区指

定候補は現在のところ情報提供は

ありません。引き続き，制度周知を

行っていきたいと考えています。 

栗山委員 
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№ 委員からの質問，意見等 市からの回答 委員 

９ 

どれだけ把握できるかわからないが，１

年間に失われた京町家の数，空き家になっ

ている京町家の数の推移，保存・継承され

た京町家の数などの数的な把握をすると

ともに，代表的な事例を分析することで，

全体に展開できることもあると考える。京

町家を巡り，どのような事態が発生してい

るか，常にアップデートした情報を委員で

共有すべきである。 

 京町家の現状を委員の皆様と共

有するために，どういった数値・事

例等をお示しできるか検討してい

きます。 

＜最近の保全事例＞ 

 中京区の大型京町家において，時

間貸し駐車場にするため，解体届が

提出されたが，本市から働き掛けを

した結果，保全に向けて検討いただ

けることとなった（その他，下京区

に２件の保全事例あり）。 

中嶋委員 

10 

一人でも多くの市民，関係する方々の興

味や関心，具体的行動化が進むよう，精力

的な情報発信や啓発を進めていくことが

重要であると考える。 

 特に高齢期を迎え，福祉サービスなどを

利用されている方々，また，サービスの提

供や相談業務に従事されている方々に京

町家の保全・継承に向けた取組の情報が届

くようにしてほしい。 

 京町家施策の情報をお届けする

ことは重要であることから，高齢

者も含めた効果的な普及啓発を行

っていきます。 

志藤委員 

11 

漆喰を塗る，障子紙を貼り替えるといっ

たＤＩＹ講習的なものがあっても良いの

ではないか。最近では，素人でも塗りやす

い漆喰が販売されるなど，伝統的な建築材

料が身近なものとなっている。自分でメン

テナンスするノウハウを得ることが，住ま

いを大切に住み継ぐのに役立つのではな

いか。 

 住まいを大切に住み継いでいた

だく際に役立つ技術や知恵などを

学ぶ機会の充実に向け，関連部署

や民間団体等と連携した講習の開

催等を検討していきます。 

井上委員 

 


